
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

日 
曜
日 

校
庭 

行 事 

１ 日    

２ 月  読書タイム 教育相談日 

３ 火  箱根見学（４年） 大根収穫（５年） 

４ 水  B日程  国会見学（６年） 大根販売（５年） 

５ 木  朝会 いも掘り（２年）  

６ 金  委員会活動⑧ 寺子屋 いも掘り予備日（２年） 

７ 土    

８ 日    

９ 月  
読書タイム 読み聞かせ（４・５・６年） 

移動動物園（１・２年） 

10 火     

11 水 × 
B日程 巡回カウンセラー  

３年校内研究授業のため４時間 

12 木  集会 韓国文化体験（３年） 

13 金  寺子屋 

14 土    

15 日    

16 月  読書タイム 南原小学校との交流（６年） 

17 火  代表委員会 避難所運営会議 

18 水  B日程    

19 木  集会 

20 金  クラブ活動 寺子屋 

21 土  ふれあい音楽会（３年） 

22 日    

23 月  
読書タイム 読み聞かせ（１・２・３年） 

巡回カウンセラー 

24 火  大掃除 特別朝会 授業終了 給食終了 

25 水  冬季休業開始 

26 木    

27 金  仕事納め 学校閉庁日 

28 土    

29 日    

30 月    

31 火    

 ２０２４．１２．２ 
川崎市立平小学校 

学校だより令和６年１２月号 

 

 

百聞は一見に如かず 百見は一労に如かず 
                               校長 松沢 隆 

 １１月下旬だというのに２０℃を超える日もあるかと思うと、一桁の真冬並みの日もあり、「異常気象」という言葉が普通

になりつつあります。近隣でもインフルエンザ等で学級閉鎖をした学校もあると聞いています。保護者の皆さまには、ご家

庭でも、お子様の体調管理をお願いいたします。学校でも手洗い、うがいの徹底を心掛けてまいります。 

 さて、１１月は、本校でもさまざまな活動が行われました。３年生はこの地域に昔から伝わる伝統芸能の「神木囃子」を

総合の学習で学びました。教えていただいた先生方は、少ない方で４０年以上、多い方では７０年以上取り組んでこられた

そうです。初めに子供たちに代表的な舞いを踊っていただくと、その太鼓のリズムやひょっとこの動きに釣られてなのか数

名の子供が一緒に踊り始めました。すると、他の何名かもその場で手ぶりをまねたり、首を動かしたりする姿が見られまし

た。獅子舞も映像で知っているよりも、はるかに迫力を感じたようです。また、獅子を持たせてもらうとその重さにも驚い

ていました。 

 ４年生は、２６日に連合音楽会に出演しました。宮前区の全１７校が参加する大きな行事です。当日に向けて、朝の時間

を使って、毎日練習を行ってきました。保護者向けの発表会や、全校児童に向けてのリハーサルなどを積んできました。体

育館で２回発表をしましたが、回を重ねるごとに自信がついてきたのか、とても上手に歌ったり、演奏したりすることがで

きたように感じました。発表の３回目は、宮前市民館の大ホールです。他の４校の演奏を聴く貴重な経験もしました。一番

の経験は、ホールのステージの上で演奏する機会を得たことです。スポットライトの当たった舞台、うっすらと暗い客席。

子供たちは緊張感と達成感を味わったのではないでしょうか。もしかしたら、「舞台に上がって表現する」という機会はこれ

が最初で最後の経験になる子供もいることでしょう。または、この高揚をこれからも感じたいと、ダンスや劇、音楽などの

道に進む子供もいるかもしれません。ただし、令和６年の１１月２６日に平小学校の４年生みんなで歌って、演奏した記憶

は一度きりですし、一生残ると思います。同時に友達と一緒に今まで練習してきたことも思い出すことでしょう。 

 この経験を音楽会の舞台で発表したことがゴールになるのではなく、これからの学校生活の中で繋いでほしいと思います。

友達と気持ちを一つにして表現したことは、学年のみんなで力を合わせていくことの大切さを感じることができたことでし

ょう。友達の音を聴きながら演奏したことは、教室内でも友達の意見や思いを受け止めて、次に進んでいくことができるき

っかけになるはずです。 

 １２月には５年生が「サンサンプロジェクト」として、９月に蒔いた大根が収穫を迎えます。種を蒔く間隔、周りの草抜

き、間引き、など多くのことをご指導していただきました。大根を育てることは初めての経験ですが、今まで１年生のアサ

ガオを育てる活動をはじめ、毎年野菜を育てる経験をしてきたことから学んできていることも多いはずです。その既習を生

かして取り組むことを今後は６年間のカリキュラムの見直しと共に、「平小らしさ」として位置づけていきたいと考えていま

す。 

 収穫する時に、よく育った葉を束ねる作業があります。人から言われたり、宛がわれたりしたものを受け身となるのでは

なく、自分で考え、体感してもらいたいと考えています。このような経験は、来年の５年生へと自らの経験から得た知識と

して伝達していけるはずです。さらにプロジェクトの目的である「三本松」を守るためには、その費用はいくらくらい必要

なのか、そのためには、どれくらいの大根が必要なのか、大根を育てるための材料はどのくらいの量なのかなど、まさに「プ

ロジェクト」として取り組むことができるようにカリキュラムを考えていくことが大切なはずです。５年生の総合的な学習

は大根を素材として、環境教育であり、食農教育であり、キャリア教育であるように、子供たちが自分たちの力で三本松を

守っていけるように仕掛けていきます。 

  

平小ＨＰに「３PINEES（校長日記）」を作成しています。子供たちの学校生活や学習の様子をお知らせしています。「３

PINEES」のタイトルは、平小のシンボル「三本松」を英語であらわしました。トップページの更新情報から見られますの

で、学校だより同様、ご高覧いただければと思います。 

 


